
平成19年12月  25日安全対策調  

異常な行動  資料4－2－2  

覿■中か香か （♯■中：0、駄 ヰ中じ●ないりり  
軌中の■倉、  
t■ヰ鋼から井  
1書での■闇  

れtな行■の人体的な鱒■  （■：幻先については人体的にすが1えたか？♯人が幻文書鼻たのれ        ■が幻ttlていたょうだとT 

っているのか？）  
質草釦拍甘末続：曹簑亨潮牧草繊拓訪白「新二’‾●‖…一‾…－‾‾  

投与■始当日■よりややれtの仕向があったとのことであった．夕方よりタ  
ミフル内t¶鎗書、一日中■書出して蠣ぐ状蓼があった．  
3日良子オフイリンの影■奮書え血中1慮電1定した机l．08とむしろ低■．  
捜Mは不tとのことであった．  
5日自 タミフル中止．捜¶は▲t，  
膵帽＝椚帽傭．  
一日自主♯iりのt繍となる．遇触．－8中■を出して騒ぐ．  
摘妬甘貰働狩紺働隋劃相識前職：i繭75祁i汀：1所 
邦・相中術中歩行ふらつさ状義．■食牡牛疇し白鷺めてから書軋■♯な儀  
書状♯で書止し母れ即事がつけられなくなった止折えIl：卸lこ■集肋 

． 嬰好く！／1丁鼻書状■少し暮ち書く．歩行正♯．川：00）加5℃（抑；抑）■び霹  

■れ射刊川和州側  

フラフラ鯵曹となり書びダイア  ツプ金網t用書相乗  

ラ）乙王珊著わ右慮薄皇ラ霜紙  
2（肌用1／tl（胡妹細叫捜■．低体1（刑山頼】化合叙t血℃） 
． （■析勤■十（■に走り出してたな♯わで止まるほ母が■罷．㍑側兼  
汝．入比にて牡丑¶鞭．艦体1．  
相加／Ol／11（丁劇場体1は匪徽．遭触．（入銚中、行勤■★なし）行動■♯  
は閏t．インフルエンザ付従 
． 摘闇殉職榊拒納鍬拗罰蒔l福：憎削附村有鈍酎一宮i■  

などの書薫毛先して泣きわめく．和一弼蘭でおさ削入■．J〃川畑〉■蟻  
が轟く年り、■をベッド柵こぶつけたり、ホ■の愈をさして開けて敬しいとせが  

童画′す紘「勤岳滴に随  

薫）．寝ていたはすなのに爽ホ起き上がって触t藍乗り回った．けがはなかっ  

められた自他文断よ：集触Ⅷ℃．タカより書崩臍輪二■★抒血★徽炸1  た． ヱ∝け／l／27 インフルエンザ阿龍． 之抑丁／●′之8■♯行鵡虜t．本州嘲≠用後、投与鴨丁．  
拝ま衝云モ丈甘、●＃釆■翻二髄：  

■魚島あり．（牛徽）体1くユ7．8－ユ8．2℃〉  
即αレ†／幻（＝3）貴書細柑℃）■．■水．畦し、下肢■を断える 
． 2∝粕′t′之l（帽王妃林1（諏．丁℃）と元気なし．■叫■あり．インフル工ンザAと  

抄断し、タミフノ叫白毒殺与．少しぼーつとした■じあるが、遮事あり．夜 より．ねないで鴫蕾まわる．書ち★かす、キコロキ涌ナるが■んでも返事モ せす、どこ辛みているのか▲欄鳩†さだfらない．ぽ一つとしており全くしやぺら ない．蘭こえているのかもわからない状膿l＝なった．  
之∝は／1／2亨（1む15淋1（3り℃）と解熱ナるも上記仝状がつづ讐よくならな  

い・血書なし．■色▲絆．■鴫正井．多軸鑓内如l．ヰ■なし．榊鳥居射■★ なし．t孔左右M大．対光反射あり．吋びかけてもだまったままで、キョロキョ  
ロする．■りに撫机lるかわかちない．匿繹も憎もよくわからない状馳で あった．q炎又は本州鋼作用を考えて地積へ緒介した．入秩醜の＃紺は不 明 
．E印、H札す濃捜査：■♯なし．テオフイリン血中1如tやや嘉■． 2叩3ハ／2丁がで 

書■るようになった．  
2Mハ月1書薫、行勤とも正★になり退醜した．以■、檜に以蘭とかわりな  
い．  

わ1；珊憲だ酢好打御咤素L葱計ら常慶も肯＃も盲翫相棒行ぢす  
けた・母■が押えつけた机1叫填まで員櫓なれ書状伽tt飢、た．  
（柑＝抑）t什■書闊t．モの畿、付躊鑓状の方はおさ劉■ホしなかった．  
室蘭妬●キジカi王シザ方針稚軒三棚芳：羊前門蒔ごろ滴旨碓  

用●1旬日れ用l鴫間吐血に．▲に蠍投手かけ上がったり、t書換（鳳剛憫 ¶牡位〉t緻tいていない■附こ走っておもちやを拝しにいったりといつもは みられな 
い斤■あり．ヰも附こ本納侃8のよ用．灯】○度合 

． 之町I／昭投与2日日劇日鋼躊、熱がょくぐったりしているのに突然肋き出ナ  
など、いつもと▲う斤伽tlちれた．午前中KTユ唖台．牛後には体1低下 
． モの吐鐘状なし■＊相加日間飲みさった机モの橡は症状なし．アンヒ′くSp  
健用せす．  

i£嵩柁轍警手韻譲が募ら廷二通才三亭  
ルエンザに対し、本州伽l■分沌処方．（1耽抑i無恥11れ用．（11朋）こ陣で  

昼寝．いつもの先払鴨川乱少し四肢妻ピクビクける．（1帥）塁t車用薫し て、母七がニ■へ．モの疇ニ■の大乱、富を抑ナて上半身を井り出すように していた 
．優禦が注鷺ナると★tに従う．義博正t．いつもは母鏡の青葉に なかなか従わす、わが求まの点あり．還って不自削、なと母親は凱こたとの 事 
．（は川）■★抒勤妊いは回復．  
之∞丁／〟H（巾）農熟なく牡用せヂ．（ほ劇）側℃のよ、覿の分の車軸h戯  

用●（夜氾粋、発熱霞めなかった机その後も合糾日分且用． 掛醐糊指首Ⅷ壇諭．も℃：捕プ玩棟与漸噺翫複師だぎ紋一珊√ 出概 

．その徽、宴乱幻tは、おさまった．  
投与開始空日劇、l九プセル覿用2時間後に幻覚、妾削t出現．兼続映、タ  
ミフル投与ヰ止．（本人が包丁を持ち出した．その事封帆＼てみると、持ち出  
したことは鸞えているとのこと）． 意齢請う被せ壱二意所有師あ亀嵩紅挙がら榊ち沌まうだ活鼓甘 息に柏虐 

つく．母の♯の上で尿失禁をする．夜、唖k中突然起き上がり叫  
ぷ、璧をガンガン叩く書のれ書状熟となり．母飢が削ハけやなだめても全く応  
じす、柑分から15分ぐらいすると自然lニ＃入暇をする．このような行動をl時  
間毎にト5阿縛り返した．  

服用1晴間徽 ■用量疇間壕  

大人二人でかろうじて押さえる．単なる興暮というよりも、抑制しないと飛び出  
しかけないような■れ方、事故l＝つながりかねない捕手．つじつまはあってい  
もがしゃベリまくっていた．  
母親が鳩を保青動こ遺示そい葛斬自盲離L東漸三：遺蕗毒箋複韻事走ろモお  

り、蓼につれて繕った後は、ベランダの欄を超えようとしていた．   z00丁／2周ぎ服用∽分牡  

l  



異常な行動  

開        閻’ ≡．櫛茎  
2007／き／1丁37℃台の集あけ．  

200？／3／18午前中から3卜仙℃台の発熱があり、休日鯵最新を受持した．イン  

フルエンザA型と鯵断．タミフル．ムコダインが処方された．自他鷺所見：卸℃～  

l戸口は■ 分で  側℃台、噴、▲丘状（■水．■づまり、くしゃみ）．（l帥0沐札ムコダインを服用  

t4  巳8T00010l      男性  丑亙   208丁／3／川18：00   
した．伽側）大■をあけて、一点を凛績した．その后、If一つとして入鴫した．  

騨t 娼相場11l 間以内に個  

せ   当桝敷島外来に牡速された．兼験時、兼鎗は清明で■t状態になかった．本納  

輪．コケコッコーと書ったうわごと（非■1）を育って、褒憎もこわばり（非11）、走  
之00†／ユ／柑1伽   

！色：80   

り出ナため、覿が抱きかかえていた．（1●：叩Ⅶ）本州用用牡ト1晴間瞳に虚扶消  

★  lNo  1   
lj5  i8¢T00¢28d      l男性  賀．；±】．  l00  I一朝   

No                      □  □  2087／3／柑tウニ00   n   u              I■■の■ ★■雷以■ は集会に恥 t  集れ檜は   No  No  No   ★（不明）       （2a：カ）大■をあけて、押さえつけていないと勤き出モう■れた様子で、救急暮で  は中止とし．れ嘱目的で入験した．以tよ、■濾のみで繊絆したが、九篤行勘、け いれん、■♯発音などはなく． 20（け／3′22遺秩  ■一之－25                      之00†／】／108＝加一日＝00 l…≡；Z…Z…‡菅器  l      lI、’－t  】Y”  一芸霊望笠  l  lNo  lHo  】‰  】No  l－  mT／ユハ0く8伽墳）インフルエンザ入l＝対して、タミフル帥mtx2囲／日投与開   l琵！還喜怒蕊憲買主芋蓋誓温髭豊黒温  貞I－i＋十一   
牡り遺した．  

200丁／03／†3納本州内■縫．投与中止＿症状全て回復  

不明 す響、干妨撒犠2同株行．  
2007／3／川（l珊）発熱．（牛蘭憤味わ鯵．インフルエンザウイルス抗押遣速檎  
暮（▲をかんだ暮汁機体）豪朽った椚■性であった．トミロン■軌†拇叫班吼ムコ  
ダイン鞠馳1馳ml分ユ、カロナールー瞼l知m■■用毛投与した．  
2Ⅷ丁／3／柑（午仰♯れせす■来した＿■咽鰻嬢遇濃を用いて檎董を行った断、  
インフル工ンザAと鯵断．（12．00）ヰ紬Om■／園投与．（20側）本州卸¶〟観投与．  
■鸞行巾無視．♯ていてま申に突然た己さ上がり、同じ罰塵のTVの方へ歩いて  
いった．隕は蘭lナていたがうつろであった．口を鋤かし、もごもごしていたが、意  
味は不明であった．食怜は成立しなかった．1分位で積になって静かに翳りに就  
いた．  

2聞丁／8′18（爛）鷺甘し、以降■構はl蜜められなかった．■♯行勤軽快．本州は  

以降服用しなかった．  
200丁／8／17（憫）解熱した．  赫ンもむる毒▼夢芳ニイシラル土ゝず諸鐙二  

珊4′○〟00漁，℃の未熟を圭断として乗餞．インフルエンザ抗肝拭触にてA型  
と¶明．仏M10∬）タミフル内欄．（PH侶8）本州内用L体温：亜．2。夜－1日明け方  
にかけて仙℃の萬ホが続く．  
2∝川／陀川7囁け方、亀が出たと菖って、■暮して蒙の申を走り回っていた．い  
わば■妄状膿に陥った．小川lO・15）封剛内服貯M8：35）本州内服体温：卯乱  

向日、姑豪園提．  
2∝川／02川8仏MO：即）本納内服体重1：38．1（PM8創）本納内服体温：ユ8．2  
2004／02／調伏H7：l引本州内服．輌■  

突然艦曹上がって11モしつかり開けてし1る．しかし日つきはおかしい，そして缶の  
服にたな小さなAい虫がついているとか、シールがついているからとモれを削  
がそうとしたり、毛布をアイスと書って亡lにくわえたり、そばに友■がいて何々し  
たらダメとか何々を1してなどと指しか、けたりする．事遺■の樽に立って歩いた  

2081／○王／【柑    タ  

もした．ほとんど曝らすにこのよう如瞳炊が構いた  

2∝15／3 事刑l■用し、れ平行lあ（エー虔不明）兜硯。  
珊8／打川（恥▲児の母、舞熟．  
Z00l／〟2ロ▲児の母、インフルエンザA型と鯵断．  
之0朋／〟引 発熱．当軸受惨．インフノレエンザA型と鯵断。本剤内服開始した，  
上  
ると書う）となった．（1¢：叩恥数分間樽d）状態となった．（1佃○墳）＊刑2回郎ロm占  
膿用．脚伽遇ぎ）抑分ほど混迷状熟となり、救急受臥入峡した．  
2∝ll／〝2之解熱．  
劃X帽／2／21点濃中止．  
2∝帽／2／2ち増1なく遭快．  

ホ熟鴫、す■喜 けることがあつ   た，  

之（旧丁／ひ卸インフルエンザA型と静狩．タミフル09M■×2周／日処方．（期）本剤内  
膿したが■吐．この時】即ま尭熱にかかヽわらす、特に1♯行動を認めなかった．  
（柑：00沖ミフル内乱体温：30℃，欄はl■吐してしまったので、実欝には夜だけ服  
用．内服捜＊かしつけていた机うとぅとしている状触が続いていた．（20：00）服  

用後1晴間くらいから■♯行動発乳癌状としては夜から嘲までわけのわからな い 

行動が鰻さ、－娩中嶋れなかった．タ三っルを服用させ、ヰかせようとしたが、  
うつろうつろしている状簡でふとん引染げ出したりする行勘が出現した．  
200？／ぴ21（3伽－5：00）明け方より熟l睡．おモらく触lま下がっていた思われるが  
不明．鼻≠行動回復．  
之007／2／祁インフルエンザニ軽快咽徴  

いない．ヰ  

tの耳■一  
うとうとして  
いる状■か   
安Il出よて      ら♯覆  

mT／2／5（l  

精行動発現．急に起き上がり、嘔吐し＿トイレヘ駆け込んだ。その後、便座や自  
分の太ももを必書以上にさすっていた．心配になった両肌が救急■を呼び、搬  
送．  
200丁／2／腑．00）眈寝．トl‥00）  

（～8カ0）熟も下がり、退院＿異常行動回復  

本1剛臥那加l服用．  
（20側頃）急にかけ出して転倒した．眼球上t云あり．♯雄はすぐに回復するも．そ ののかっ 
間記憮は無たと．  
その後本納服用せす．  
2007／8／加（1之：qO墳〉トイレに歩き出した後、眼前晴れとなり倒れかかり、母娘が  

①れ♯行動  
②鷺撫レベルの腫下  

引M‖／l′柑    20【，P  

2ロロ7／3／20・  ‖黒川  

失はゎかった檀た≡と   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

覿さ中か青か く緻ヰ中：0、雛ヰ 中じやない‖り  
畿嚢中の暮倉、  
軌■鋤かち集  

■十な行勤の1体的な鮮■  
（鴨：幻責については人体的に何が見えたか？本人がn暮を見たのか、  

禦が幻文書1ていたようだとTっていものか？）  

■★な行■彙礪■州  

（10  
t虹■．（夕）ヰ州内1．㈹：袖柿団から■に立ち上がり加三のように歩き回る。  
カーテン幸剛けて外舌先、t暮し倒れた．  
2伸一／○む製＝馴瞳に一檜入札入峡中も本州内服＃嵐  
200丁／○〝21遺瞭．（午納丁．I℃．■、木綿内服．（1鼻ぎ灯用℃．「空を飛んで  
死にたい」と菖った．（ま沐州内瓜．  
200丁川〟2丁（1遇ぎ）■ぴ「死l＝たい」と発雷．耶．0℃．  
ヱ00丁／○訂即＊紬日分数っていた机投与中止．インフルエンザ」腋■行動とも  
に増t．  

抑†／3／1ユ♯州税与！日引こ、■韓行勤（走り手わってせにぶつかる．轟什が  
おかしい）が集醜．  

200丁乃／川 本綱の投与を中止．  

臓鱒ぢ寧嘩漉i論敵羞薩二枚謹串だ紡毛二1著ほ＃細転読が天厳亡J‾  

1  

2…／l′l   15・50  

で、以1帆僧綱でもま間に■れたことがあったとのこと．  

鱒鱒働こ両歌輪舞或ご憲だ柵う盲結じ二憎iお前三組て巌宥編帳‾  

人がいる」などと、おぴえたように怯し、あばれた．（川カ8）徽点■にて乗陳．素 読陣は不札が強かった机ナぐおとなしくなり．捜血■もスムーズに行えた．  

あり．舟宅t食事し．タミフル（さユM〟臥シロップ剤服用．（糊）蹴ヰ．由二 
糾朋）牡用■鴫闇牡に礪■してヰかしている勧▲からー布団がれんでいる」と  

走って出てくる．母覿がなだめ、書鴨する，幻t虎杖兜旗．（不明）はいかい発  
現．  
加00川1／2ち（午前淵ttタミフル伽れ■／日）、シロップ網服用させ朗t吐捜に  
疇瞳．触lト棚℃あり．♯引責幻集虚状■し．（胴○）母線よりカ寛虚状につい  
てのt瞥が義鳥にあり、本州の輌作用かインフルエンザによもものかどちらの  
『龍性もぉも▲、圭治■へ絆しい幻先虚扶について伝え、キーの対処方法を聞  
く繊に伝える．（11州）主矧匿へtt‡し、♯剤の椚作用の可他あるため職用中  
止の相承．また虚■舞捜用のため、使用するよう細示あり 
． 加一／1／姐（I朋）撫ホより書見へ椎手紙のt桔．坐集使用tか熟し口■も  
増えてきたとのこと．●櫨も注鸞して樺手よるように伝える．幻覚ない旨穐托ナ  
る．川畑心貴書し、フロモツク刈、児用ヰ艶、シロップ網処方あ軋  
加朋／1／2丁健■が乗局し樽手1隠する．hはなく暮段通りに食桔ナるものの  
「性か机、も止幻鸞鐘状が納とのこと．インフルエンザ騎虎の危険性を掩し、  
先鯵藍■める．  
2的l／け苅幻鸞虚状回t．（不明〉はいかい旬t 
． 200l／1川よ■上り織手織tのt括を入れる．1／ユ○より元気に速筆し、幻鸞専  
l札l暮を穐亀する．  

（D2叫／01／之1  

2【粕l／Ot／2丁  

◎200l／朋′之l  

壬3：Oq－2l：00  

不明「／トンバーンと書がする」という幻馳（3－1分／園）が岳用中（相聞）続  
いた．（非暮薫）  
200l／き／8（lM〉発熱を艶め近臣愛■し、インフルエンザ餌巧っナらと出てい  
たため、ホ札抗生刑を併用でね方有卦ナる．（ほ測）タミフル、抗生剤笹内服く投  
与1不明）．伽：00）■吐咽くタミフルの劇作用とは考えない）．（之1劇加℃台の高  
根甘め丁七けミノフェン（塵舶加M■をせ用．【2J＝甜慄然起さ、rヰってくる！J  
「乗ないで＝「ここに入らなあかんねんJと↑い、龍濃の足跡の朋に自分の手細  
を入れたり、網止がせか覆し＼8■れたりがユーl分横さ、その後、書誌通りに震っ  
た．近附こt甘され、当鞘掲介となった．（ユ川℃）入井行勤無札如＝咄憤科 貴書．書■謂軋鷹揚■書書なし 

．入恍となった．  
2間／研＝批瑚附則H陀札行く■井なし）．インフルエンザ迅速■断テスト実  
施し陰性．け：l伽○・2℃、入戦中突然丘書．「大さなポケモンが起きて起きてと書  
うJJポケモンあモこ（枕元）におる」モの壌は■★行動なし．（†3畑インフルエン  
ザ榊し陰性確托（サンプル：■噌蘭．モの鑓解れし」軋狭再欄にて■♯なし．  
2鵬○乃ハ○（耽●5）遺挽．  

叡1静軋モ繭ぎ茄諌だ亡モ離婚げ研ご絶ち青書なくi指南盲よ亨た元首‾  
た．  

②けに向かって「お父さん」と．いない父に対して話しかけたり、真っ暗な階段  
を昇っていこうとしたけるようになった．周囲の状況がわかならい穐子だった．   

－－－－「－＿＿＿＿＿し－＿－＿＿＿＿＿＿－▼  

こ 
＝：  

；言  

2005／12′l1  

2005′ほ／印  

20勺S／ほ／21  

リン臆オセルタミビル  



異常な行動  

l   

この闊l土t檎がはっきりとしていた．モの址砺儀．  
2007／〟28（聯）起床．（8戎○）慧比レベルは珂tL熟も388℃まで解熱した．  
2007／3／2（柑カ○）捜遺虚はなく軽快、通院．  

200－／3ハ7    川カ0  
2087／3ノけl  不明  －23：胡）内界後■書状膿となり、車内ソファーを飛び趨え、細面にあるドアに激  

突し、麒面を強打ナ．■≠行触発硯．  
208丁／3／祁■相田舶用  インフルエンザ軽快  

m8川5／21b型インフルエンザに対して、本納OmtX2回／日処方．夕方より  
層用加給．  
2008′05／25（1墳－）1兼行勤発現（非暮■）．班よりl云落．ー助けて」という声  
に冊覿が見つける．外傷は特になし．その後、暮汁は清明．  
200l川5／納内恥続けたが■十はみられす、憫、本刑収用後投与終了．  
2閲l／05兼インフルエンザ軽快、固慎．  

＿き靴打き！＿＿＿＿‖‖‖．＿り  

2001／l／J  lまらくしてから大■を出し玄附こ向かって走っていっ仁ととろ強飯に制止された．  

不明1十行動は同社．  

200丁／8／21（gカ○）A型インフルエンザ治療由  
体温欄．0℃．（相加林如5m■※1個投与．  

為、本刑15明大l回の投与開始．  
（2000）体温：卸℃．銑♯．（23カ0・－  

23畑鼻♯行鋤、精神陣書彙覆帥暮蔦）．銑寝中、突然大■を由し、虚を／くタバ  
タと動かし、■れた．母親机体をさナりながら■をかけもと5分後におさまる．し  
かし、本人Ii白モさまさす．モのまま曙岨に入った．  
200丁′03′貴く丁：00）熟恥け．5℃．日責めは正≠であったが、昨夜の事は全く記憶  
にない．（8朋）本州15mlXl／固投与．  
（ほ＝ユロー絶叫）■欄間Ⅷ、叶神陣書発現（非1蝿）．黒鍵に入る前に、昨夜のよう  
に大■（竃畦不明な菖薫桂だし、手足を■に動かし、暮れる．声をかけてなだめ  
ると■ヰに入も．（川畑抹★栂Ml汁1′向投与．その夜は椚作用はなかった．  
2007／03／2ユく8：叫体納5mIXl個投与し、体膿粥．8℃となり、相談（医師と鼻  
書さんの冊と）して、本桐服用を中止丁る．インフルエンザの転帰：軽快一回債  

！007／J／21   IカO  

Z007／3／21   19．00  

之08丁／3／22【  ○カ0  
…慧；；ミ；…；豊  

（D■♯抒勤 ②1★行動  

（D才00丁／ユ／之tl ①才3：叩  

◎～㈹7／8／22i⑳】と30  

ぐ服用．服用橡まもなく、うわごとを富う、走り回るといった興♯行敵占†集札そ  
の瞳、♯刑の投与を中止．うわごとを書う、走り回るといった▲♯行動は回復．  

Z00丁発熱する2～3日椚、夜寝ているときに不随意連動があった．（ビクゼク）  

200丁乃ハ発熱する¶日の夜、おぴえたように、大声で「ママ、ママ止探した 

． 200丁／3／2（夕方）かなりぐったりした様子が見られ、その後胡℃の発熱あり．こ  
の囁から、いつもの熱の出方ではないような、少しもうろうとしているような積子  
があった．  
200丁′3／3（憫〉38℃の発熱あり．（t3＝00墳）当統賓炸晴、肌用℃に上昇．インフル  
エンザA聖の鯵ホがつき、ホ劉処方．  
この噴より、すごくぐっすりと寝ている機子あり．声をかけても、なかなか遺書を  
せす＼自を開けない捕手があった．（川：㈹Ⅷ柵宅後すぐに本刑綴札（ほ＝叩噴）  
鼻篤行触発璃（非1軌条然、服用した集や、アクエリアスなど篭全て■吐．こ  
の間も、すっと櫓眠しているようで、妄想のような鸞疎不明の書勤も見られた 
． 嘔吐捜、まもなく30秒から1分嗣の痩■を起こす．間代性で眼球の左傭位があ  
り、チアノーゼも出たが、すぐに薙ち一幸眠り始めた．鷺味不明の書動と深い眠  
り、何度も呼ばないと適■塵しなかったり、遍事はしても目を抑ナなかったり．日  
の焦点が定まらなかったりした．（夜）発熱と頭痛あり。（21：00）2回目の本納服  
用．  
2007／3／4（0：00）引司日の本刑服用から3時間後、それまで寝ていたのに突然飛  
び超さ、まるで飛び込むように柑伊の方へかけていった．良性看が追いかけて  
止めた．そのl削土もう日が泳いでしまし、、保雄看の言うことはまったく耳に入ら  
す、まるで何かにとりつかれているようだった．トイレをさせても丈なところへかけ  
てしまい、手を洗おうとしても、ただ事が震えていて鋤けないような状態でおさえ  
つけて落ち曽くまでに卜10分かかった．その後、また寝た．モの時の状況は本  
人は集えていなかった．  
2007′3／5熟も下がり元気になってきた机3回ほど声をかけないと返事をしな  
い．焦点が定まらない症状は絨いた。  
2007／3／6曽通の状狼になった，   

11－00  

2t：00  
0
0
0
8
 
 

ほ
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異常な行動  

（れ■中ニ0、牡■  

虹慮中か曹か  中じや帆l：X）  

tt中の■さ、  
暮■嶋＃から■  
狭義での｛■  

■韓な行廿の■体的な鱗■  
（例：幻霊について1ま人体的に胃が1えたか？本人が幻tを1たのか．  

■が幻t手鼻ていたようだと■っているのか7）  

■＃な行■集¶州側  

ミフル2叩旬内服．（用伽けミフル加t∧l内≠t、軽かせる．（川畑）突然起き  
出し、ドナノブを強く画し続ける．又、左手に■い点が見えるなどと訴える．  
（柑：10）れ♯．（2相○隕）突然起さ上がり、同機の行動をとる．（蝕10）軟寝．  
救急暮にて当挟搬送．  
之∝I5／12ノ13鞘、何事もなかったように錠床．M軋血液繍董を実施するが、井  
♯l士托められなかった．念のために入院したが、■♯行動は起こらなかった．  

2叫S／1〟ほill：礼帽：閃  

】  

Ml／Olハ8（タ）インフルエンザ樽症状に対して、タミフル知†lⅦ投与開始．  
珊l／刑／1†（嘲夕）タミフル抑m■ずつ投与．仕l朋職場っていた鶴舞熱起き上  
がり、モこにいない女人の名前モ呼びながら♯■．■に笑ったり、■を暮える．  
せん豪（非エー）、よ幾■■書（ホ1▲）舞覆．（22劇）入靡．●濃繰遡れ蠣．せん  
暮以外は暮■清明で、先払、轟■丘状は1していた爪全身状膿は捧ち着いて  

いた． 2008／01／20（1：諏X12：即×ll劇）■っていたt開疇儀、慧職不明な事キ貫い笑  
う．Ⅶいかけの∬事はあいまいバト慨凱醜いて鷺■．せん象」は托陣書回  
t．  
2008′01′21♯熟．以故は父暮鴨せん妄なし  

】 ！001′lハ5．■．11ご仙  した．勢いよく外へれび出しいなくなった▲、■禦Id絶し捜していたところ近析  
の■にいるところ憲発見．人♯行勤としての削mま絶5分ぐらいのものだった．  

り．（夕18疇牡）前匿モ鯵し  
綱と漢方兼の処方あり．（1叫慎）本州瓜用．（鴫間不明）漬カー用．  
2…／1／＝（川削責〉嶋を半開蕾で寝ていて、サーが「ただなjと息い1ていた．左  
仙爾の橘捧柵のしかめるようなbき、■上軸曲あり．■にぴっくりして怖がる  
繰手で叫び出して、州こ走り出モうとしたり、台所に牡れようとしたりナる行勤が  
2圃ありく合粁の持組ま鮒5分くらい）．豪族が和銅し、緻■＋事情．■書行触発  
覆．建加囁）■■暮劉オ鴫、集結可納であり、四肢1n隷書なし．♯嘗韓書な  
し．爾牡は「まだ少し義憎がt」と．当眈緊■外乗内にて経過れ蠣．（8：00囁）小  
児科書雫鴫、t■水明．勲肘用帽膿．月炎、翳虚の可能性も否定できず入  

2…／tハ●；▲Hl：叫  

ル エンザト）  2（午1■）諏．丁－c  匿にてインフ   

2叩0／〟13（年生）ユ0．5℃、近古にてインフル工ンザA型と■断．タミフル処方．  

（17伽）タミフル1同日内儀．モの蟻入■．（2畑）トイレに点き、静■で排尿．＃綬  
章鼻ったり■りたり、突特集ったリー怯露したりした．体温諏．2℃．  
■＃行動は約1＊間ほど凱lた．モの徽タミフル2国8内服させていも（■禦行  
動は駄わられていない）．■騰貴鯵はせす、経過t翳している．  
2008／〟川鞘より爛熟．＊州は内1せす．いつもよりポーつとして由てばかりい  
も．【夕方）近臣貴書し、タミフルの刑作用擁し、で当統観れ織遺膿零のため入  
験．点力畿けリタTIZ00恥ソリタ丁き釦鵬ox2ホ）元気が出てくる．インフルエン  
ザ軽快．■♯行動畦快．  
洲／〟16全書欄爛鳩朋にて遺験．  

禄論沌穴蔵儀磯：モ経論滴箇篭鯵ニフジラ7じ主うずと青も筑二百主ブ  

ル（囲．1叩×打8）、セフゾン、べリアクチン、解れ刑処方．（15：80）上記処方薬を  
内嵐．（tl：諏）急に立ち上が仇ケタケタ笑う．トイレにこもり大きな書をたてる．一  
且入職．■十書勤榊．（‖；測）臆しかけてもー反応．積はが合わない．フラフラ  
して立てない．鞠がつかゎない．（21：㈹）30J℃．騨れ網吐用．（之3加〉当快賓鯵．  
醐／む用（l：カ）当科人鋏．入快晴、竃■オ明、鼻♯書触なし．体温卸．1℃．  
抑6／む7（日中）以離れ★青嶋なし．脳波、左欄用日掛こ槍波．M剛左≠蹟薫に  
高価号．  
之008／〝lO■川H‖伽腋快退続．外来での織1観禦が必書．  

2年前にも本刑服用あり．間層はなかった．  

200ー／ひ引巨他鏡にて、A盤インフルエンザに対して、タミフル処方．（15：∞）タミフ  

ル引m■内≠．（ほ卸）アセトアミノフェン内服，（け：胡）突然立ち上がり、2書から1  
離に走って■りてきて部tの中書走り回った．にわい、こわい」と怯えながら、う  
ろうろ乗り回った．母覿が▲兄モーかないように抱きしめていた（郎分間） 
， 次書に簾ち書いてさて、入喝した．（川：55〉当統救急重来陰．そのと削まほにいつ  
もの状職にもどっていた（几♯行触回t）．鸞牡清明であったが入併して繰遇を  
ナることにした．  
入旗捜、水分｛絵の目的で点璃★穐（ソリタTユ50qm■×2国′ロー2／即）．リレン  
ザ柑M■X2回／日（－3月措処方したところ、蠣艶．入快瞳、九★行勤は全くみら  
れなかった．脚晴）体温；礼9℃  
2叩丁／ひ2丁（3掃）体温：丑1℃（7晴〉体温：軋7℃．遽快．インフルエンザ軽快・国  
t．  

分程度で■れなくなった．（11朋）当統幕鯵し、鯵零上冨勤やや不安定だが指示  
には従う．名前、年幹は害えられるが、「どこにきているか」の問いかけには「わ  
からない」と書える．神経学的1鸞新見を認めす（…ni叩一山一触朋（－））．確聞）■  
高嶋℃までb㈹rUPナるもせん妄、兵≠行動駄めす、入鴫した．  
3月柑日（8．00）陣笠3丁■e台まで♯熱．母によると、暴疲労訴えあるが、そのほか  
れ♯は駿ゎなかったとのこと  

：  

2抑′8′Hl は川  
その際母親を  

跳ね飛ばし、憬れが職位から簿ち、書折．鳥曹はその後父覿lこ抱きつき、その  
まま翳ってしまった．  

200丁／l／tO発熱．  

200丁′l／11（夕）タミフル印叩内服．■吐（工震度不明）先現．  

2的丁／l／12（2幻○）タミフル仰m■内服．1重たばた轟れだし、大きな声を上けながら  

働塵かられび出ナ行勤（黒井行動）尭乱（8朋）本剤60mg内乱頭痛、黒井行動  
（天井青鬼も）．当院繁鯵．（入院晴）鼻≠行動は観察されていない．勲削刊摘   

之007ノlハl    タ  
之007′4／12    t4．00  

リン酸オセルタミピル  



異常な行動  

■  

1－  B【Hロー1933      男性  ■★行動  之00丁／ユ／22  憫 200丁／ユ／之2  夕  

200丁／3／28昼州 

1t行動  
18  

■■  q． 簑土・  欝 掩・ 書日義l  m                                         X             No    No  ＿響榔1 仙＞  ■  （2001／08）r入漕鎮、蒼白とかj．一分間太織がなくなることが以前からl咽くら いあった」と兼鏡．血慮捜査：正れ （200■／00〉環蜘M和三正≠、EFG：凧慣例を中心にホ繊疇波、－h叩且≠…散 兜．年餉とともに九少しており、発作国数を追うことに．モの蛾、発作なし． 2007／3／21インフルエンザA型と鯵断． 200？／3乃2く11朋）タミフル1回目欄用＿（12：00過ぎ）興暮、大■を出す（■♯行動 発現）．（川部）タミフル2回目服用．（拍；00過ぎ）■書、大声を出す．目つきがおか しく、動き回る．2階の椚■でお厭へ突っ走るのを母が抱きとめて制止．  
トーー1   I 」  l  】   

ベランダの方へ歩き出し、鮎t、取り押さえ大事に至らす．左右もわから  

暮▲）． ない状況で、択のわからないこともーっていたとのこと．  
末】郎jふiゞさ面／自‾緑与簡詭：東森‾  

時自他文節1：発熱紙代（3／23〉噴．▲療状（▲水、▲づまり、くしやみ）．  
200丁′3／之l（夜）本州内乱■常行助発現く非1ヰ）．睡眠中、ムクツと起きて2借  
に駆け上がった．柿につれられて泣きながら下りてきて．ナぐに寝た．  
本納投与中止．  
200丁／3／28 インフルエンザ向徴  

2001／ユ／21    ヰ  

200丁／之乃○（12；00）本椚噌．きm■内服．（川：00）釘．8℃、いつもより薫ち着きがない  
腰じであった．（20：咄体網棚．5叫内服．  
2加7／〟2丁（8：叩）木綿㈹．5m■内層．（10：00）書簡朽鋤先現（罪責蔦）．甘Z℃．布  
団でテレビを見ていて、ナごいスピードで突然1Fと2Fを何度も昇り■りし、理解  
でさない独り書を疇っていた．ついには、外へれび出そうとして、鸞人が取り押さ  
え、事なきを書た．この時の紀愴は残っていない．凛鋼できないひとり書を口  
走っていた．㈹：加濾状阿t．徐々に丼ち暮蕾婁取り臭した．伽＝叫）≠日と比  
べ、虎杖安虔したため、予定王り本仙川．5Ml内≠．  
訳氾7／02／別l用  （20：叫体刑側．5叫内楓  

×2画′日投与開始．1回目の  
本州服用蛾1晴間して太織がおかしくなりベランダヘでていこうとした．如がか  
かっていて本人フラフラしてあけれなかった．同日虎欄個闇．  
2t氾†川3／21本納投与鴨丁．  

ン き明瑚j‥「－－・一月  

】  
2008／2′21l  

2008／之／21タミフル（網形不明）の投与を開始  

之00l／2／22■膏行勤が発現．布団でヰていた机急に起卓上がリペランダに償  
いてあったテーブルの上に兼ってヘラヘラ笑っていたとのこと．  

，  

20明／2／22l  

モid＝あ汚職哀鯵し．‾々ち力Lまジず砧鯵醸二汀扁6頭痛荊i占ふiViノ  
日の投与開軌（紗加墳鼎楕瘡犠（幻鰯〉J幻井、せん妾発現く非11）．「こわ  
い」「学校へ行くJ蠣、不可解な兜雷と、突然立ち上がり、外へ出て行こうとする 行動あり 

．椚刑濃蘭へt持が入り、El現と．症状が棟くなら徹鳥欄朋への受診  
を細示．木綿中止細示．（夜）他続賢惨＿受診晴特に間慮をみとめす．蠣熱剤屯  
用の処方を受け剛も  
200丁′3／○（ほ㈹）当統幕■．夜間も高熱持続し、少しおかしな尭書はあったとし  
うが」射馳時は消失していた．一九■汁、喘鳴をみとれホクナリンチープ  

Im〆臥ポララミンDS2．8〆日加、アスベリン散l018．4■／日分3を処方した．  

z抑3′5【，α叩  2007／ユ′5    10DO   

以降餐鯵なし  同犠したものと思われる。  

2003／り用当快彙鯵．纂熟、蘭痛、■咄：、上肢膚J咽坤欄、喧あり．インフルAB  
クイックにてインフルエンザウイルスは触出されなかった．タミフルドライシロップ  
t．2t／日、ユナシン．アスベリン、ムコダインが処方された．  

2003／1／りタよりタミフル刑服薬．  

20Qユ／1／18夕に療状発現．れ禦l：オチャメな感じであった．母機lこよると、ほろ  
酔い扶抽であるとのこと．  
200‡／1／2ロ当続兼枕．末続した鞘、鯵蠣主に入るときにカーテンにかくれ  
パアーッといって入ってくる．何を臆しても矧．、だす．軽口をたたく．このときの体  
温は粥，，℃でありインフノしエンザl柑t■していた．全身状態は良好であった．朝  
の服薬にて本州を中止とした．以饅も事壷状は継続したが、寒剤中止捜次凱こ症  
状は軽快していった．  
加08／1／22ユナシン、アスベリン、ムコダイン中止．  
紺q3／1／2ユタ、気分★は状他は即L  

夕  
鞘・タ  
嘲・タ   
軸  

20（I3／1／柑     タ  
2003ハ／20 ぎ  来所疇  

モ古商洒膏索ぬ夷断崖∴  
（tO：叫）帰宅後，タミフル内服．（12劇）たな■をロぱしる。（壌にそぐわない兼味不  
明な発書）憲穐陣書、行動れ★が発現＿（1丁：叩）上肢のピケツキと意味のない相  
集運動出札（柑：00）近臣再診した汎神繰学的異≠無くそのままわ如膚で綿  

毛．（2帥0沖ミフル内楓．その後より息lこ起き上がり、歩き回り、幻覚も合併．以  
陣、本剤の投与を中止．  
2005ノ03／29（1：30）当練熟息外兼責鯵○応答は可能であった爪音なめずりや  
はり還し巣を触り績ける讐のれ耕運勤暮若め、入快．ソリタT3とグリセオールによ  

①書擁レベルの低下 ②■精巧勤  

事l鞋学的にも正≠所見。   
己シザ砧惨商：モi繭6醸〃シテ）仁王ユザ入  

治療の為、タミフル55爪lX2／日拇与開始．その後入場．（13：30頃）覚醒直後か  
ら幻覚などの井構行動が出現．■凱、憩いと追いかけてくると言って州こ出よう  

200S′3／川    1330  精一卜125   

■‥＿＿▲－   

Cn   

・■」   

とする一当日中に再度受鯵し  

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

鋏儀中か否か 【蚊さ中：0」腋¢ 中じやない：X〉  

■鸞な行■の1体的な絆■  
（例こ幻暮については人体的に何が見えたか？本人が幻鷺を見たのか、  

★がカ■寺九ていたようだと暮っているのか？）  

几≠な†〒ll舞瀧■榊  

児手職した．モの欝に、本人及び兄の名前を■ねるも全く書見られr、うなり声  
をあけたりと不■状傭モ1していた．（モの醜t鴫間糧）匿岬の指示鹿賀け、母職  
がお上モ†●Ⅶ犠♯▲の中から出ないように注まを払っていたところ、暢々に■  

♯市■も押倒され．次鷺悶別H浦和してさた．  
及用畿ナぐ輌．鷺t牡ナぐ発現．  

2005ハt／柑．内■I嶋僧傭  

＿‥＿＿．．．。－－＿L‖＿＿い‖．  

ZO05ハ量′26： Il：00   
ほ／量l－21  1日量闊   
ほ／才一 1181厨｛  

2叩5ハ2′2●【覆）集れ．  

2叩5／1〟26（ll；帥）インフルエンザ∧型と鯵断．タミフルドライシロップ引一叩×2  

匝／8処九（川畑）＊綱引Ml．ムコダイン℡．毎、アスペIノン0．J■内服．（加：卸）ムコ  
ダイン0．5l、γスペリン0句内れ．捷1：叫）人形に惜しかける、部1を歩せ回る．薫  
味なく笑い出す、九九舌■えるなとの暮♯行動が出職し、緻■十干什（緯麟晴  
間10分）．（21こ加）来帥鴨、t■はほぼ清明（JOSト㊥．入眈．  
2t氾5／ほ／朋＝曝れ．  
珊5／l之／幻遭l峡．  

200S／12／細；蜘価鴨肉膿t．投与繊了．  

i硝弼王け訂榊な事踊二厳撤古紙t；：郁沌樹齢－  
印加ハ／川‡13伽  わからない．1鸞書触覚れ．（加刑場科人験．入験鴨■♯青竹なし．点濃のみ  

で♯丑★徽．冊／l′川l朋油分でAホ繊毛．■♯内健一人でウロウロ歩く．  

ー巣鴨痩躯ゝ  
のためタミフル仙ふⅦX〟8投与開始．建0：胡）之固  

Fのタミフル九用．3…℃．（21朋）蜘．  
加8／1／31（○畑）▲に大■でわめ瞥ながらおきる．父母が托しかけても遺書も  
せす．日を大書く九蘭蕾書1ではない状血．rIテこうl行こう！Jと大きな事で書  
いながらベッドや机、♯子の上に集りピョンピョン穐び上がる．父摩が凋いてなだ  
めても「行くんだよIおいで1」と1り切って徽中を歩き回る．歩さ方もー＃歩き  
のように萬手書大きく★って歩く．肌18）やっとなだめて水分モ与ぇてベッドに義  
かしつける．ウトウトナる．（歌仙〉おヰが■いと起さ下鵬．弛℃．先程飽きた鴫の  
事tえていない．く1カ0〉ウトウトヰては如、て起さる．細別）「ごめんれごめん  
ね．・・りと小さい子のようなかわいい■で書い鱗ける（暮1のときの声ではな  
い〉．（ほ：00瀬床．昨夜の事tえていない．ポーつとしている．3l．8℃．本州乱用  
中止．   

1／即し之〃2日Mとも夜からIl～18糟珊虫檎けた．  

乙5｛¶t．叫   ■■  l量■れ、l■   J  2仙l／別／ユ○・■、量αさ0  

薗た複式らI葡壬諒苛輔御子モ立毛王がらモiく訂覇Fがら職び酌モ  

ツと書う．何よか呼びかけると正気に■も→ヰ込む．（＝：00服さると＃び責■  
■書ありトイレに行くと書ってトイレの中で雇失♯→韓込む．（用：00）本納服用．  
飽きるとt腑書（◆L嘉一不明のことを書う．精神神縫鐘状、鹿央♯排暮1）  ベランダヘ走ってい書、手ナりにつか手ってれぶ鴨作．靂ヰ不明のT＃應ブツプ    発現．  

2006／ほ／21iI叫tl：00  

打診i－i材がらi瓶  
払方．（1†舶）タミフル内1．は1別棟割と解■州内嵐（21劇）ニタニタ笑う．爾手  
で何か藍僧もうとする．■♯雷■集札也凹）れ■＋で素焼．入鹸．」（；釦－1．  
t日藍憫1える．（書冊）ベッド■モのり鶴えようとしたり．薫味不明な書■を尭す  
も■がもった．  
200l／〟之（餉）鷺■清嘲．伯中）腐乱H印→1竹折見■し．  
2叫l／む3れ★書鵬鳥扶遺銑．外来で縫遇疇事の予定  
tl 甜ii花嵐一拍舶謹  加l／l／l   

■ホ興■．輪舞：Fkl人、サンプル：■膣  
（夕方）♯網投与．（叫日〉（零船側℃の集魚とともに相青■をあけて起き  
上がり土内露盤さまわった．中絶♯縫症状発現．（非▲鷺）  
加8／l′却（1〉釘．S℃前■の舞■で同様の鐘状がみられた．本】抑よ嘲より投与  
中止している．（夜）愉快土鯵．シンメトレルを処方された．（夜州）うわ言を菖つ  
ていた．（体温不明）  
加〝1′21（■以■）中絶神経症状はみられていない．汎5℃  
200l／1／2ユ棄快晴37．0■c、故、▲症状、朋断痛あり．中枢神経症状回復．  
2∞8／l／25乗桝鴫粥．2℃、嶋、▲療状あり．インフルエンザ回復．  

王00l／馴′柑i 貴象  
印叫′○け20 j ■、★巾  

‡001／Ot／tl   夕方  

新王恕ぎ羞相伴才じこHじ正叫び崩薩i的i葛右あ掃きえ葛iiこ靭権‾‾‾  

織）．■たまま前のわからないことを富うので、博子を聞くと「さわるな」と書って 暮れる．  200丁／む■ヱIJ  職  

200丁／3／3一札伊Cの発熱．左Tの痛み増強．インフルエンザ迅速（＋〉A璧しタミフ  
ル抽叩Xひ日処方．鱒熱椚処方は書し．【18－19；叫夕亀フル1包1加－■内用L（23  
－2l：咄鵬■キうろうろ歩書画j．■に水遊びを始める．ふとんが1いと訴える．  
2付に走って≠け上がり，吐ていた父覿の挽を取り上ける．梢より軌lよくかけ  
縛り、外にれび出して行せモ引＝なり．父鶴が押さえつけて止めた．この間体欄  
は謂．5℃程よであった．行≠■♯（非■1）集札  
2拍丁／l／81（8：30）蹴ヰ．ト†朋）暮且に鷺増して夜間のことを■ねるも、鷺えて  
いなかった．（丁：諏）本州1包嶋M∫内嵐して当統にお母さんが報告し来幌．以後中  
止するように細示．（9伽桁抽入♯回せ．  

200一月′31 1日ローtl：叩  
200丁／lハ     丁：ユ○  

‡月Z2日夜帆酸ホマスクをはすして、点蘭のラインをカチャカチャぷつけてい  
た．験1マスクとナースコールをつなげようとしており、声をかけると卿こ返つ  
た．モの礁、突然ベッドlこ立ち上がり、点滴妄自己抜去．赤熱あり．声をかけても  
反応なし．手をベッドにぶつける．大網投与．（23伽）片熱傾向であったが、帯び  
ベッドの上に立ち上がる行動があった．  
3月20日（脚本剤投与．共♯行動回傭．   

リン酸オセルタミビル  




